
 

 

 

 

 

〇令和元年(平成 31年)度 6年生の学力経年変化（埼玉県学力・学習状況調査より） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

〇学力の伸びのひみつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〇手立ての紹介 

  

・授業内の共通取組 

 

 

 

 

 

 

・学級経営を基盤とする学力向上 

  全学級が「学級経営グランドデザイン（学力目標は赤枠）」 

を掲げる ＝ 学級担任も学級経営のめあてを明確化する。 

 

令和元年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

 

宮代町教育委員会・宮代町立須賀小学校 

めあての明確化 自力解決の記述 他者理解 

まとめは自分の言葉

 

学級経営グランドデザイン 

算数 H29小4 学力の伸び H30小5 学力の伸び H31小6

県 5-B 6-C 6-A
須賀小 5-C 6-C 8-C

２ ２

３ ６

国語 H29小4 学力の伸び H30小5 学力の伸び H31小6

県 6-C 6-A 7-B
須賀小 5-A 6-B 8-C

２ ２

２ ５

県学調分析一覧(6年) 

１　結果の概要

平均正答率
H29小4
レベル
（平均）

H30小5
レベル
（平均）

H31小6
レベル
（平均）

平成30年度から

の

同集団における

学力の伸び（平

均）

県 62.2 6-C 6-A 7-B 2
宮代町 65.0 6-C 6-B 7-A 4
須賀小 68.7 5-A 6-B 8-C 5

須賀小ー県 6.5

対象
設問数 埼玉県 宮代町 須賀小 須賀小－県

話すこと・聞くこと・書くこと 4 48.4 51.3 57.5 9.1 ▲ 3.9
読むこと 9 65.8 65.8 72.4 6.6 ▲ 1.2
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項17 63.5 67.8 69.3 5.8 ▲ 4.1

国語への関心・意欲・態度 - - - - - -
話す・聞く能力 2 58.3 59.9 60.8 2.6 0.4
書く能力 2 38.6 42.8 54.2 15.5 ▲ 8.3
読む能力 9 65.8 65.8 72.4 6.6 ▲ 1.2
言語についての知識・理解・技能 17 63.5 67.8 69.3 5.8 ▲ 4.1
選択式 18 62.2 64.7 66.8 4.5 ▲ 2.3
短答式 11 65.3 68.4 73.0 7.7 ▲ 4.0
記述式 1 27.4 32.6 55.0 27.6 ▲ 5.5

平成31年度　埼玉県学力・学習状況調査の分析（6年　国語）

分類 区分
平均正答率

帳票42やアンケートをもとに前担任等から聞き取り４　効果があったと思われる取組

３－２　課題のある問題

※小5時
県比較

教科の領域等
（小学校）

・主語、述語（文の構成）を理解する。
・文と文のつながり方と接続語の働きを理解する。
・ことわざや慣用句の意味を理解し、適切に使う。
・物語の内容を読み取る。

・修飾、被修飾の関係を理解する。
・熟語の構成を理解する。
・敬語の種類を正しく理解し適切に使う。
・説明文の内容を理解する。
・文の意味が分かるように読点を使って文章を推敲する。

（県平均正答率との比較）（傾きの大きい学力層、各学力層の学力レベル等県や学年内で比較）
・全体的に県平均を超えている問題が多く見られる。
・県平均を大幅に上回っている学力レベル９の児童が多く、低位の児童の伸びも見られる。
・困難度レベルの高い問題も正答率が高い。

評価の観点
（小学校）

問題形式

２　本校児童の特長、学力階層別の伸びの状況 帳票09、28、42等

３－１　よくできた問題 帳票09

・単元ごとに、文中から「主語・述語・修飾語」を意識させる指導を
取り入れる。
・文章を書くときや話すときに、相手を意識した書き方話し方の工
夫をすることを指導する。
・説明文や資料から読み取る活動を取り入れる。

・スキルアップタイムの時間を活用し、主語・述語・修
飾語等の言語活動に取り組む。
・宿題に、言語に関わる内容を取り入れていく。
・日常生活の中で、積極的に敬語を活用していく。

・ワークシートを活用し、「主語・述語」や接続語の問題に繰り返し取り組んだ。
・自主学習の中で、ことわざや慣用句に関する取組を行った。
・文脈から正しい漢字を選択して使えるように、家庭学習で熟語や例文での漢字練習を行った。
・国語辞典をいつも手元に置き、分からない言葉はすぐに調べさせるようにした。
・説明文等の中で、接続語に印をしたり、ワークシートに取り組んだり接続語を意識した学習に取り組んだ。
・物語では、登場人物やいつ・どこで・だれと・だれが・どうした話なのか、要約をする時間を設定した。

５　改善すべき取組（学力アップにむけた取組）

授業 授業外

課題 

〇学級経営の充実 

〇基礎基本の徹底 

〇中・低位層の学力底上げ 

〇教職員の指導技術の向上 

手立て  

①授業改善（授業・学級経営両面） 

②すきま時間の統一・活用 

③学力向上重点期間  ④学力調査研修 

⑤授業力向上研修   ⑥補習 

見えてきた課題と手立て 

①授業改善（授業・学級経営の両面から） 

校長の熱意 

日々の授業参観(校長) 

学調分析と対策検討 → 

ブロック分析 

学
力
の
伸
び 

県
と
の
正
答
率
比
較 

学力向上は一年にしてならず ～学調分析からの取組サイクルの確立～ 

H29小4 H30小5 H31小6
話すこと・聞くこと・書くこと ▲ 3.3 ▲ 3.9 9.1

読むこと ▲ 2.5 ▲ 1.2 6.6

伝統的な言語文化と国語の特質 ▲ 5.4 ▲ 4.1 5.8

話す・聞く能力 ▲ 1.8 0.4 2.6

書く能力 ▲ 4.3 ▲ 8.3 15.5

読む能力 ▲ 2.5 ▲ 1.2 6.6

言語についての知識・理解・技能 ▲ 5.4 ▲ 4.1 5.8

選択式 ▲ 8.7 ▲ 2.3 4.5

短答式 ▲ 1.6 ▲ 4.0 7.7

記述式 3.6 ▲ 5.5 27.6

国語 区分

教科の領域
等

（小学校）

評価の観点
（小学校）

問題形式

平均正答率　県との差

H29小4 H30小5 H31小6
数と計算 ▲ 0.4 ▲ 0.8 4.5

量と測定 ▲ 6.2 ▲ 1.1 20.7

図形 ▲ 5.2 ▲ 2.2 6.7

数量関係 1.6 ▲ 0.8 9.9

数学的な考え方 ▲ 1.9 0.9 13.4

数量や図形についての技能 ▲ 2.2 ▲ 1.8 7.9

数量や図形についての知識・理解 ▲ 2.6 ▲ 1.4 9.8

選択式 0.3 ▲ 0.9 7.2

短答式 ▲ 3.1 ▲ 1.6 12.0

記述式 ▲ 4.2 4.8 15.0

算数 区分
平均正答率　県との差

問題形式

教科の領域
等

（小学校）

評価の観点
（小学校）

・「須賀小授業の約束」（学習規律）の徹底 

 チャイム着席、あいさつ、学習用具の準備、学習姿勢（背筋

ピン・聞く態度）等を全学級で徹底指導。 



 ・スキルアップ  ：毎週木曜業前１５分間、全校で学力向上ワークシート、 

コバトン問題集等に取り組む。（毎週国・算交互） 

 ・ミニスキルアップ：クラブ・委員会前１０分間の補習に取り組む。 

 

 

各種学力調査に向けた直前対策を実施。 

業前スキルアップは苦手単元、授業では抜粋問題集に取り組み、 

即日採点し、翌日授業で解説する。（抜粋元：学力向上ワークシ 

ート、コバトン問題集、復習シート等） 

 

         

 県学調結果分析、全国学調の結果・問題分析を全教職員で実施。対策や授業改善案等検討後、一覧に

し、必ず授業にフィードバックする。 

 

 

 ・管理職による講義、演習、指導 

  校長及び教頭が担任の日々の授業を観察し、授業改善の視点や学期 

  毎の授業のふり返り等を話題に、講義・演習を実施する。 

 ・ベテラン教員による模範授業及びオープンクラス 

 ・若手教員によるオープンクラス 

  ベテラン教員による模範授業を休業中に実施、またオープンクラス 

  を10月より随時実施。特にオープンクラスは全ての教職員が参観 

  可能で、それらを受けた上で若手教員が11月よりオープンクラス 

を行う。管理職だけでなく参観教員より助言をもらい、日々の授業 

にフィードバックする。 

 

⑥ 

 学力低位児童の補習及び復習を実施。 

 特に算数楽楽スクールでは系統をたどり、 

前学年に戻った内容まで定着徹底を図る。 

 

〇学力向上は一年にしてならず 

これまで紹介した取組の、２年以上のサイクルで学力向上を実現した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1～3年 4～6年 1～3年 4～6年 1～3年 4～6年 1～3年 4～6年 1～3年 4～6年

朝の

スキルアップ

セレクト

or

レディネス

レディネス セレクト 解説等 セレクト

準備・ポイ

ントアドバ

イス

授業時間
国語・算数

練習問題

授業の中で解説

できる時間があ

ればする。

②国語

③算数

④質問紙

放課後等
その日のう

ちに採点

確認、梱包

等

4月当初　学力パワーアップ週間の計画

セレクト問題

（朝自習・打ち合わせ）

○４～６年生は、９日（火）の授業のうち２時間を使って、国語と算数の練習問題に取り組む。

　校務分掌の「学力向上のためのスキルアップ補助」にもとづいて、担任以外の教職員もその日のうちの採点に協力する。

○４～６年生は、１１日（木）の県学調と算数の授業開始に向けて、効率的にスキルアップの時間を使う。

○１～３年生は、昨年度のCRTで課題のあった項目について復習する。プリント等セレクトする。

○４～６年生は、１０日（水）のスキルアップ以降、成果のあった問題は褒め、出来のよくない問題のうちすぐに解説の効果

　が見込めそうな問題について、解法等を解説する。

１２(金)

元気タイム

８(月) ９(火) １０(水)
１１(木)

県学調当日

学力パワーアップ週間 H31実績 

特活の講義・演習(教頭) 

模範授業(体育) 

算数楽楽スクール 

(担任外教員で担当) 

サマースクール 

(中学生・地域ボランティアの協力) 

②スキルアップ・ミニスキルアップ（すきま時間の統一・活用） 

③学力パワーアップ週間（学力向上重点期間の設定） 

④学力調査研修 

⑤授業力UP研修（授業力向上研修） 

⑥サマースクール・算数楽楽スクール（補習） 

らくらく 
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学級経営の充実

10月9月 3月2月1月12月11月8月7月6月5月4月

ス

キ

ル

ア
ッ

プ

ミ

ニ

ス

キ

ル

ア
ッ

プ

内容
取組

月

コバトン問題集(全国学力学習状況調査)

復習シート(埼玉県学力・学習状況調査)

学力向上ワークシート(東部教育事務所)

時期

授

業

（

年

間

）

業

前

委

員

会

・

ク

ラ

ブ

前

学習規律の徹底

めあての明確化

ねりあげ、他者理解

自力解決の記述
授
業
改
善

まとめ方の工夫

　　り抜粋、授業内解説・復習）

（復習シート・コバトン問題等よ

学力調査直前対策

対策や授業改善の検討

教職員が問題に取り組む

調査結果分析

若手教員によるオープンクラス

　　　　　　　　　　　オープンクラス

ベテラン教員による模範授業及び

管理職による講義、演習、指導

学力低位児童の補習、復習


